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ごあいさつ  

 

会長  丸谷  泠史

第 6 2 回 全 国 大 会 は 5 月 2 8，2 9 の 両 日 ，法 政 大 学 多 摩 キ ャ ン パ ス で 開 催 さ れ ま し た 。「 わ

が 国 の 経 済 構 造 改 革 を 論 ず る 」と い う 時 宜 に 適 っ た 大 会 テ ー マ の も と 共 通 論 題 セ ッ シ ョ ン

3 報 告 ， 自 由 論 題 セ ッ シ ョ ン 4 6 報 告 が 行 わ れ ， 政 策 学 の 発 展 に 大 き く 貢 献 す る こ と が で

き た こ と を ご 報 告 申 し 上 げ ま す 。 今 回 の 大 会 で は い く つ か の 新 し い 試 み が ご ざ い ま し た 。

そ の １ は 大 会 報 告 論 文 を ベ ー ス と し て 経 済 政 策 ジ ャ ー ナ ル に 学 会 特 集 号 が 編 集 さ れ る よ

う に な っ た こ と で す 。 学 会 誌 が 投 稿 論 文 を 主 体 と す る 政 策 ジ ャ ー ナ ル に 衣 替 え し て か ら ，

学 会 報 告 の イ ン セ ン テ ィ ブ が 少 な く な っ た と い う 会 員 の 方 々 の ご 意 見 も ご ざ い ま し た が ，

こ の 新 し い 方 針 に よ っ て ，あ る 程 度 ご 期 待 に 添 え る の で は と 思 い ま す 。第 2 は 学 会 賞 の 創

設 で す 。意 図 は 若 手 会 員 各 位 の 研 究 の 奨 励 に あ り ま す が ，学 会 特 集 号 と 同 様 ，政 策 学 会 を

ご 自 身 の 研 究・交 流 の ホ ー ム グ ラ ウ ン ド と し て 位 置 づ け て 下 さ る 会 員 が 増 え る の で は と い

う こ と で す 。第 3 に 共 通 論 題 セ ッ シ ョ ン を 第 1 日 午 後 に 設 定 し た こ と で す 。そ れ に よ っ て

非 会 員 の 報 告 者 の ご 負 担 が 軽 減 さ れ る と と も に 出 席 者 増 の 効 果 が あ っ た と 聞 い て お り ま

す 。こ れ ら の 新 し い 試 み の 評 価 は ま だ 固 ま っ た わ け で は あ り ま せ ん が ，学 会 の 活 性 化 に つ

な が る こ と を 期 待 し て お り ま す 。黒 川 和 美 先 生 ，永 井 進 先 生 は じ め 大 会 運 営 に あ た っ て い

た だ い た 準 備 委 員 会 ， プ ロ グ ラ ム 委 員 の 先 生 方 に あ つ く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  
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日本経済政策学会総会議事録 

 

日 時：平成 17 年 5 月 28 日（土） 13： 50～ 14： 30 

場 所：法政大学 多摩キャンパス 百年記念館 3 F 国際会議場  

 

１．大会校挨拶 

 第 62 回大会の開催校を代表して永井進会員から挨拶があった。  

 

２．総会議長選出 

 川野辺裕幸常務理事（副会長）を選出した。  

 

３．報告事項 

(1) 本部会務報告  

  丸谷会長より，会員状況，会員移動について報告があった。  

(2) 各部会報告  

 議長より，ニューズレターを参照してほしい旨報告があった。  

(3）各委員会報告  

  議長より，協議事項において取り上げる旨報告があった。  

(4）第 4 回国際会議の件  

  第 4 回国際会議の開催校を代表して福田亘理事から準備状況についての報告および挨拶があった。  

 

４．協議事項 

(1）新入会員承認の件  

  会長より，本年度の入会申込者について説明があり，これを承認した。  

(2）退会会員承認の件  

  会長より，本年度の退会者について説明があり，これを承認した。なお，近江谷幸一会員，松浦茂吉名

誉会員については，退会扱いにはしないことになった。  

(3）名誉会員選出の件  

   次の名誉会員推薦について承認した。  

   近江谷幸一（日本大）  

(4）学会賞の件  

   会長より，「日本経済政策学会賞規定（案）」ならびに「日本経済政策学会学会賞選考規程（案）」につ

いて説明があり，これを承認した。  

(5) 平成 16 年度決算の件  

  永合位行幹事より，「平成 16 年度決算書」について説明があり，次に小林甲一会計監事より会計監査

報告があり，これを承認した。なお，小林会計監事より，国際会議決算書については，次回常務理事会

にて監査報告の後，ニューズレターに掲載する決算書にて確認してほしい旨説明があり，これを承認し
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た。  

(6）平成 17 年度予算の件  

  永合位行幹事より，「平成 17 年度予算案」について説明があり，これを承認した。  

(7）役員選出・変更の件  

  次の役員選出・変更について承認した。  

  １．理事  

   関東部会：小苅米清弘（東洋大）→ 益田安良（東洋大）  

  ２．本部幹事  

   関西部会：箱田昌平（近畿大）→ 追手門学院大に所属変更  

  ３．部会幹事  

   関西部会：小林千春（同志社大）新任  

(8）出版・編集委員会関連規定の変更について  

川野辺裕幸組織委員会委員長より，学会規定等の改正について説明があった。また，鳥居昭夫出版編

集委員会副委員長より，学会誌編集内規，投稿論文審査についての内規および投稿規定の修正につい

て提案があり，これを承認した。  

(9）明年度大会の件  

   会長より第 63 回大会を九州共立大学で開催するとの提案があり，これを承認した。これに伴って，

開催校を代表して杉野元亮副会長（大会準備委員長）から挨拶があった。  

(10）その他  

会長より国際会議の報告論文を対象とする電子ジャーナルの発刊について提案があり，今後その方向

で議論を進めていくことが確認された。これについては次回以降の常務理事会で検討し，具体化する

ことになった。  

 

以上  

 

＜訂正とお詫び＞ 

   国際会議基金の決算報告については，決算報告書のフォーマットを変更することといたしました。

そのため決算報告は，第 63 回全国大会の総会で改めてご報告させていただくことになりました。  
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学  会  役  員 

［５０音順(〔歴代会長〕〔理事〕を除く)］ 

 

歴代会長   

 山中篤太郎（代表  理事）  加藤   寛（初代  会長）  新野幸次郎（第二代会長）  

 藤井   隆（第三代会長）  柏崎利之輔（第四代会長）  野尻  武敏（第五代会長）  

 植草   益（第六代会長）  横井  弘美（第七代会長）  横山   彰（第八代会長）  

 

名誉会員   

 伊東  正則  越後  和典  尾上  久雄  柏崎利之輔 加藤   寛  

 五井  一雄  小島   清  小松  雅雄  清水  嘉治  中村秀一郎 

 新野幸次郎 野尻  武敏  野田   稔  野間  俊威  藤井   隆  

 松浦  茂治  本吉  敬治  吉田徳三郎 横井  弘美   

 

 磯部  喜一（昭 62 逝去）  板垣  與一（平 15 逝去）  伊東  岱吉（平 8 逝去） 

 梅田  政勝（昭 62 逝去）  加藤  壽延（平 15 逝去）   気賀  健三（平 13 逝去）  

 熊谷  尚夫（平 9 逝去） 佐藤  芳雄（平 10 逝去）  田村  泰夫（平 9 逝去） 

 藤井   茂（平 12 逝去）  藤田  敬三（昭 60 逝去）  松尾   弘（平 7 逝去） 

 宮城  辰男（平 15 逝去）    

 

会  長  

 丸谷  泠史  

 

副会長  

 川野辺  裕幸       新庄  浩二       杉野  元亮      松原   聡  

 

常務理事

植草　　益 （ 東 洋 大 ） 川野辺裕幸 （ 東 海 大 ） 熊谷　彰矩 （青山学院大）

黒川　和美 （ 法 政 大 ） 佐々木實雄 （ 日 本 大 ） 神野　直彦 （ 東 京 大 ）

谷口　洋志 （ 中 央 大 ） 鳥居　昭夫 （横浜国立大） 西野　萬里 （ 明 治 大 ）

松原　　聡 （ 東 洋 大 ） 山田　太門 （慶應義塾大） 横山　　彰 （ 中 央 大 ）

荒山　裕行 （ 名 古 屋 大 ） 酒井　邦雄 （愛知学院大） 眞継　　隆 （愛知学院大）

小西　唯雄 （大阪学院大） 新庄　浩二 （関西学院大） 鈴木多加史 （追手門学院大）

西田　　稔 （関西学院大） 廣江　満郎 （ 関 西 大 ） 丸谷　泠史 （ 神 戸 大 ）

守谷　基明 （ 関 西 大 ）

杉野元亮 （九州共立大） 施　　昭雄 （ 福 岡 大 ） 山本　盤男 （九州産業大）

会計監事

香川　敏幸 （慶應義塾大） 小林　甲一 （名古屋学院大）

〔関東部会〕

〔中部部会〕

〔関西部会〕

〔西日本部会〕
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組織委員会 委員長 川野辺裕幸 副委員長 酒井　邦雄

事務局長 大村　達彌 事務次長 上沼　正明

委　員 伊藤　公一　・　梅下　隆芳　・　吉井　昌彦　・　黒柳　達夫

伊藤　公一　　　

地方選挙管理委員
会

出版編集委員会 委員長 新庄　浩二 副委員長 佐々木實雄・鳥居昭夫

事務局長 佐々木實雄 事務次長 鳥居　昭夫

国際交流委員会 委員長 横山　　彰 副委員長　 荒山　裕行

事務局長 駒村　康平 事務次長 白川　雄三

企画委員会 委員長 松原　　聡 副委員長 守谷　基明

事務局長 福宮　賢一 事務次長 明石　芳彦

研究開発委員会 委員長 杉野　元亮 副委員長 西田　　稔

事務局長 紫藤　義興 事務次長 植村　利男

学会賞選考委員会 委員長 黒川　和美

関西部会委員長　　 吉井　昌彦　　＋　 委員（部会幹事）

西日本部会委員長　 黒柳　達夫　  ＋　 委員 (部会幹事)

委員会

（組織委員会は，全国選挙管理委員会を兼ねる）

関東部会委員長　 　伊藤　公一　  ＋　 委員（部会幹事）

中部部会委員長　 　梅下　隆芳　  ＋　 委員（部会幹事）

 
 

〔関東部会〕

浅野　克己 （ 駒 澤 大 ） 飯田　隆雄 （ 札 幌 大 ） 伊木　　誠 （ 國 學 院 大 ）

石井　晴夫 （作新学院大） 石川　祐三 （東京国際大） 井手　秀樹 （慶應義塾大）

伊藤　公一 （千葉商科大） 伊藤　文雄 （青山学院大） 今井　勝郎 （ 帝 京 大 ）

岩谷　禎久 （ 明 星 大 ） 牛津　信忠 （ 聖 学 院 大 ） 浦上　博逵 （ 城 西 大 ）

江川　雅司 （ 駿 河 台 大 ） 大岩雄次郎 （東京国際大） 大村　達彌 （慶應義塾大）

岡村　宗二 （大東文化大） 荻野　道雄 （ 亜 細 亜 大 ） 小野塚芳雄 （千葉商科大）

上沼　正明 （ 早 稲 田 大 ） 紙屋　英男 （高崎商科短大） 菊地　　均 （北海学園北見大）

吉家　清次 （ 専 修 大 ） 樹下　　明 （東北文化学園大） 熊谷　彰矩 （青山学院大）

栗林　　世 （ 中 央 大 ） 益田　安良 （ 東 洋 大 ） 小林　逸太 （ 東 海 大 ）

駒村　康平 （ 東 洋 大 ） 佐々木輝雄 （日本獣医畜産大） 篠塚　慎吾 （千葉商科大）

島　　和俊 （ 東 海 大 ） 神野　直彦 （ 東 京 大 ） 關　　哲雄 （ 立 正 大 ）

瀬野　　隆 （ 国 士 舘 大 ） 竹内　健蔵 （東京女子大） 武田　　巧 （ 明 治 大 ）

田中　則仁 （ 神 奈 川 大 ） 田中　廣滋 （ 中 央 大 ） 千田　亮吉 （ 明 治 大 ）

寺西　俊一 （ 一 橋 大 ） 東條　隆進 （ 早 稲 田 大 ） 鳥居　昭夫 （横浜国立大）

永井　四郎 （ 麗 澤 大 ） 中野　　守 （ 中 央 大 ） 中村　秀一 （千葉経済大）

中村　文隆 （ 明 治 大 ） 名取　昭弘 （ 亜 細 亜 大 ） 名和　隆央 （ 立 教 大 ）

長谷川啓之 （ 日 本 大 ） 羽田　　亨 （関東学園大） 馬場　正弘 （ 敬 愛 大 ）

原田　博夫 （ 専 修 大 ） 廣瀬　一彦 （ 拓 殖 大 ） 福島　久一 （ 日 本 大 ）

北條　勇作 （高崎経済大） 堀　　　潔 （ 桜 美 林 大 ） 前川　俊一 （ 明 海 大 ）

増田　寿男 （ 法 政 大 ） 松本　保美 （ 早 稲 田 大 ） 丸尾　直美 （尚美学園大）

三宅　忠和 （ 日 本 大 ） 元山　　啓 （北海学園北見大） 森崎　初男 （関東学院大）

安田八十五 （関東学院大） 山崎　和郎 （東北学院大） 横倉　　尚 （ 武 蔵 大 ）

吉尾　博和 （ 秀 明 大 ）

（計67名）

理　事
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梅下　隆芳 （愛知教育大） 大西　幹弘 （ 名 城 大 ） 小林　甲一 （名古屋学院大）

酒井　邦雄 （愛知学院大） 千田　純一 （ 中 京 大 ） 竹内　信仁 （ 名 古 屋 大 ）

寺本　博美 （ 松 阪 大 ） 戸田　信正 （ 同 朋 大 ） 十名　直喜 （名古屋学院大）

長野　達也 （ 高 山 短 大 ） 長橋　　透 （ 浜 松 大 ） 根津　永二 （愛知学院大）

野方　　宏 （ 静 岡 大 ） 鉢野　正樹 （ 北 陸 大 ） 水谷　重秋 （ 南 山 大 ）

村瀬　英彰 （名古屋市立大） 山田　健治 （椙山女学園大） 吉田　良生 （ 朝 日 大 ）

渡辺　悌爾 （ 三 重 大 ） 渡辺　俊三 （ 名 城 大 ）

井口　富夫 （ 龍 谷 大 ） 伊代田光彦 （桃山学院大） 植田　和弘 （ 京 都 大 ）

上田　雅弘 （ 松 山 大 ） 上野　　紘 （奈良県立大） 内山　隆夫 （京都学園大）

大政　憲一 （広島経済大） 柿野　欽吾 （京都産業大） 片山　尚平 （広島修道大）

神　　隆行 （大阪学院大） 喜田栄次郎 （岡山商科大） 衣本　篁彦 （ 近 畿 大 ）

郡嶌　孝 （ 同 志 社 大 ） 桜井　等至 （ 近 畿 大 ） 佐々木雅幸 （大阪市立大）

菅　　準一 （ 尾 道 大 ） 高田　亮爾 （流通科学大） 田中　康秀 （ 神 戸 大 ）

田中　美生 （神戸学院大） 土井　教之 （関西学院大） 遠山　嘉博 （追手門学院大）

中野　安雄 （広島経済大） 西田　　稔 （関西学院大） 二宮　正司 （大阪経済大）

信吉　史明 （大阪産業大） 廣江　満郎 （ 関 西 大 ） 廣田　俊郎 （ 関 西 大 ）

福田　　亘 （ 神 戸 大 ） 二村　重博 （ 同 志 社 大 ） 松川　周二 （ 立 命 館 大 ）

松水　征夫 （ 広 島 大 ） 宮田由紀夫 （大阪府立大） 安喜　博彦 （ 関 西 大 ）

山口三十四 （ 神 戸 大 ） 山本雄一郎 （神戸県立大）

（計35名）

市川　芳郎 （日本文理大） 今泉　博国 （ 福 岡 大 ） 内山　敏典 （九州産業大）

大城　　肇 （ 琉 球 大 ） 河村　誠治 （長崎国際大） 古賀　昭典
（宮崎産業経営
大 ）

児島　賢治 （ 大 分 大 ） 末永　勝昭 （九州共立大） 外間　安益 （鹿児島国際大）

塚田　広人 （ 山 口 大 ） 仁部　新一 （九州共立大） 朴　　哲洙 （熊本学園大）

原田三喜雄 （西南学院大） 比嘉　　堅 （沖縄国際大） 古河　幹夫 （長崎県立大）

本田　廣實 （第一経済大） 三浦　　功 （ 九 州 大 ） 宮平　栄治 （ 名 桜 大 ）

三輪　俊和 （北九州市立大） 山本　盤男 （九州産業大）

浅野　清彦 （ 東 海 大 ） 伊藤　公一 （千葉商科大） 植村　利男 （ 亜 細 亜 大 ）

大岩雄次郎 （東京国際大） 大村　達彌 （慶應義塾大） 上沼　正明 （ 早 稲 田 大 ）

小苅米清弘 （ 東 洋 大 ） 駒井　正晶 （慶應義塾大） 駒村　康平 （ 東 洋 大 ）

林　　直嗣 （ 法 政 大 ） 原田　博夫 （ 専 修 大 ） 福宮　賢一 （ 明 治 大 ）

松本　保美 （ 早 稲 田 大 ） 三宅　忠和 （ 日 本 大 ） 藪田　雅弘 （ 中 央 大 ）

梅下　隆芳 （愛知教育大） 大西　幹弘 （ 名 城 大 ） 小林　甲一 （名古屋学院大）

竹内　信仁 （ 名 古 屋 大 ） 水谷　重秋 （ 南 山 大 ） 渡辺　悌爾 （ 三 重 大 ）

（計20名）

〔中部部会〕

〔関西部会〕

本部幹事

〔関東部会〕

〔中部部会〕

〔西日本部会〕

（計20名）

（合計142名）

（計6名）

（計15名）
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明石　芳彦 （大阪市立大） 清川　義友 （ 同 志 社 大 ） 竹下　公視 （ 関 西 大 ）

田中　康秀 （ 神 戸 大 ） 土井　教之 （関西学院大） 箱田　昌平 （追手門学院大）

松水　征夫 （ 広 島 大 ） 柳川　隆 （ 神 戸 大 ） 吉井　昌彦 （ 神 戸 大 ）

大城　　保 （沖縄国際大） 黒柳　達夫 （ 福 岡 大 ） 紫藤　義興 （九州共立大）

外間　安益 （鹿児島国際大）

飯島　大邦 （ 中 央 大 ） 臼井　邦彦 （ 亜 細 亜 大 ） 岡崎　哲郎 （千葉商科大）

北村　宏隆 （ 日 本 大 ） 瀧澤　弘和

玉村　雅敏 （千葉商科大） 千田　亮吉 （ 明 治 大 ） 千年　　篤 （ 東 海 大 ）

中村　文隆 （ 明 治 大 ） 中村まづる （青山学院大） 林　　正義 （ 財 務 省 ）

〔中部部会〕

大石　邦弘 （名古屋学院大） 鶴田　利恵 （ 四 日 市 大 ） 家森　信善 （ 名 古 屋 大 ）

吉田　雅彦 （愛知学院大）

〔関西部会〕

浅田　正雄 （ 関 西 大 ） 内山　隆夫 （京都学園大） 白川　雄三 （大阪学院大）

長屋　泰昭 （大阪府立大） 永合　位行 （ 神 戸 大 ） 藤岡　秀英 （ 神 戸 大 ）

吉澤　昌恭 （広島経済大） 小林　千春 （ 同 志 社 大 ）

〔西日本部会〕

秋山　　優 （九州産業大） 甲斐　　明 （九州共立大） 佐々木正廣 （第一福祉大）

宮本　昌典 （ 福 岡 大 ）

(合計27名）

（計11名）

（計4名）

（計8名）

（計4名）

（計9名）

（計4名）

（合計34名）

〔関西部会〕

〔西日本部会〕

部会幹事

〔関東部会〕

（独立行政法人経済産業研究所）

 

 

1.日本学術会議

経済政策研究連絡委員会 幹　　　事 横井　弘美

竹内佐和子

評　議　員 川野辺裕幸

田村　正勝

会　　　長 横井　弘美

  　　　　ISSC（国際社会科学協議会） シニア･ボード･メンバー 藤井　　隆

3.IFSSO（国際社会科学団体連盟）

学術機関活動

2.日本経済学会連合
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会 員 状 況 

1. 会員数 

平成 17 年 5 月 28 日現在

          

 A B C D E 

 

    

関東 中部 関西 西日本 海外・その他  

計 

昨年度大会

終了時 

 個人会員 620 139 334 121 7 1,221 

 団体会員 2 1 1 0 0 4 

 賛助会員 4 1 3 1 0 9 

 

現
会
員 

計 626 141 338 122 7 1,234 

 個人会員 16 3 19 5 1 44 

 団体会員 0 0 0 0 0 0 

 

新
入
会
員 

賛助会員 0 0 0 0 0 0 

 

 総  計 642 144 357 127 8 1,278 1286* 

 *平成 16 年 5 月 15 日現在（大会資料作成時点）会員数は 1279 名 

 現会員数は，昨年度大会以降の訃報者・退会者を減員し，所属変更を計算。 

 

 

2. 会員異動 

 ① 訃報      

  石村暢五郎 （日本大 平成 13 年ご逝去）  竹本  晃  （皇學館大）  

  中村  橿  （朝日大 ）  藤澤 益夫 （慶應義塾大）  

  水野  武  （神戸大）  宮川 謙三 （九州大）  

  安場 保吉 （大阪学院大）  山崎 匡毅 （長野大）  

  李   秉昌 （東京大）     

        

      （以上 9 名）

 ② 退会者      

  岩田  厚  （慶應義塾大 大学院）  岩田 伸吾 （九州大 大学院）  

  上野 晃裕 （ピー・アイ・シー教育企画）  植松 忠博 （神戸大）  

  碓井  彊  （前 高崎商科大）  鵜野 公郎 （慶應義塾大）  

  近江谷幸一 （日本大）  大住 栄治 （青山学院大）  

  河村 誠治 （長崎国際大）  岸  智子 （南山大）  

  木谷 直俊 （広島修道大）  楠本  博  （秀明大）  

  黒澤 清一 （桐蔭横浜大）  肥塚 文博 （関西外語大）  

  河野 博忠 （常磐大）  佐々木佳代 （同志社女子大）  

  佐野 勝次 （愛知学院大）  塩野谷祐一 （一橋大）  

  鈴木  武  （長崎国際大）  鈴木 俊男 （九州共立大）  

  鈴木  守  （なし）  住谷  宏  （東洋大）  

  田口 芳弘 （同志社大）  田村 貞雄 （早稲田大）  

  陳   玉雄 （麗澤大 ）  恒川 敬一 （なし）  

  鶴田 満彦 （中央大）  中内 清人 （立教大）  

  中村  實  （東北文化学園大）  根井 雅弘 （京都大）  

  野口 光宣 （名城大）  浜田 文雄 （東京国際大）  
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  早坂 恵子 （環境情報科学センター）  藤田 整 （大阪経済法科大）  

  松浦 茂治 （なし）  三宅 順一郎 （奈良県立大）  

  百瀬 恵夫 （明治大）  安居 洋 （岡山商科大）  

  矢野 秀利 （関西大）  山本 恭裕 （千葉商科大）  

  吉尾 匡三 （岡山商科大）  米田 公丸 （東洋大）  

  渡辺 純子 （電気通信大）  財団法人日本農業土木総合研究所  

  丹下 敏子 （関東学院大）    （以上 45 名）

 

③ 自 然 退 会 者  

 （   な   し   ）   

  

 

④ 所属・部会 変更・訂正  （50 音 順 ） 

名前 旧所属 新所属

あ. 相原　　正 松阪大 → 三重中京大 B

青柳　隆司 早稲田大 → 流通科学大 A → C

赤澤とし子 那須大 → 北里大 A

穴山　悌三 学習院大 → 東京電力㈱ A

阿部　　望 東海大 → 明治学院大 A

荒井　弘毅 大阪大 → 公正取引委員会 C → A

新井　光吉 九州大 → 埼玉大 D → A

案浦　　崇 松蔭女子短大 → 松蔭大 A

い． 李　　秀澈 名古屋学院大 → 名城大 B

石川　　勝 慶應義塾大 → 東洋学園大 A

伊藤　佳世 九州大 → 千葉大　公共研究センター D → A

今井　良夫 (株)日本総合研究所 → 千葉商科大 A

う. 上原　信博 なし → 静岡大 B

え. 江川　雅司 駿河台大 → 明治学院大 A

江崎　洋吾 岐阜聖徳学園大 → 愛知県立大 B

お. 大谷健太郎 松坂大 → 三重中京大 B

大森　達也 松阪大 → 三重中京大 B

小倉理恵子 中村学園大　短大 → なし D → A

鬼木　俊次 農林水産政策研究所 → (独)国際農林水産業研究センター A

小野　旭 東京経済大 → 労働政策研究研修機構 A

か. 柏木　健一 筑波大 → 在エジプト日本大使館経済班 A

加藤　尚史 南山大 → 名古屋大 B

勝間田憲男 (財)下川町ふるさと　開発振興公社 → 社会福祉法人　八雲会 A

金田　良治 徳山大 → アジア政治経済研究所 D → C

川村　久幸 関東学院大 → 木更津市役所 A

き. 樹下　　明 東北文化学園大 → 千葉商科大 A

け. 権丈　英子 アムステルダム大 → 亜細亜大 A

こ. 高　　斗甲 中央大 → Mokpo National University A → E

小苅米清弘 東洋大 → なし A

小西　一彦 神戸商科大 → 兵庫県立大 C

小林　俊哉 東京大　先端科学技術研究センター → 北陸先端科学技術大学院大　 A → B

小林　　勝 新潟ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ専門学校 → 新潟福祉医療専門学校 A

金野　和弘 広島大 → (独)科学技術振興機構 C

さ. 佐々木正廣 第一福祉大 → 第一経済大 D

部会
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佐藤　晴彦 明海大 → 平成国際大 A

澤田　修治 東京商船大 → 東京海洋大 A

鄒　　　洋 関西大 → 大阪大 C

す. 鈴木　義浩 中央大 → 鳥取環境大 A → C

た. 高中　公男 拓殖大 → 芝浦工業大 A

田尻慎太郎 ㈱ライフデザイン研究所 → 法政大 A

谷田　義弘 名城大学地域産業集積研究所 → (財)中部空港調査会 B

玉村　雅敏 千葉商科大 → 慶應義塾大 A

ち. 陳　　子雷 千葉商科大 → 上海国際問題研究所 A → E

つ. 塚原　康博 明治大短大 → 明治大 A

辻　　隆司 住信基礎研究所 → みずほ総合研究所(株) A

続橋　孝行 日本大 → 国士舘大 A

堤　　悦子 一橋大 → 青山学院大 A

釣　　雅雄 日本学術振興会 → 一橋大 A

て. 寺本　博美 松阪大 → 三重中京大 B

と. 戸田　宏治 福岡大 → 福岡大 D

な. 内藤　　徹 九州共立大 → 釧路公立大 D → A

中川　輝男 広島修道大 → なし C

夏目　　隆 神戸学院大 → 神戸大 C

ね. 根本志保子 一橋大 → 日本大 A

は. 箱田　昌平 近畿大 → 追手門学院大 C

馬場　勇一 パシフィックコンサルタンツ㈱ → パシフィックコンサルタンツ・
インターナショナル㈱

A

濱田　和章 (財）世界経済情報サービス・
国別情報室

→ 濱田行政書士事務所 A

ひ. 平井　岳哉 千葉経済大 → 獨協大 A

広田　秀樹 長岡短大 → 長岡大 A

ふ. 福山　博文 九州大　 → 立教大　 D → A

二神　律子 松阪大学 → 三重中京大 B

み. 三浦　宏一 (有)政策科学研究所 → (社)先端技術産業調査会 A

水吉　俊彦 東海学園大 → IOND　University B → E

三宅順一郎 奈良県立商科大 → 奈良県立大 C

む. 村田　美希 松阪大 → 追手門学院大 B → C

村上　礼子 公正取引委員会競争政策研究センタ－→ 近畿大 A → C

文　　東沫 神戸大 → SK Research Institute C → E

も. 毛里　悦子 なし → 法政大 A

罍　　昭吉 宮崎公立大 → 実践女子大 D → A

茂木　　創 高崎経済大 → 拓殖大 A

森川浩一郎 三重大 → 近畿大 B → C

や. 山﨑　　朗 九州大 → 中央大 D → A

山本　太一 三重大 → なし B

山本　匡毅 中央大 → 那須大 A

よ. 由川　　稔 東京工学院専門学校 → 大東文化大 A

吉澤　　清 呉大 → 二松學舎大 C → A

わ. 若杉　隆平 横浜国立大 → 慶應義塾大 A

渡邊　博顯 日本労働研究機構 → 労働政策研究研修機構 A

＊所属欄の表記は、今回から所属機関名のみとしました。

（以上７８名）

 
 



15 

⑥平成17年度新入会員名簿（申込順）

名前 所属 部会 推薦者

守谷　基明

古賀　憲和

丸谷　泠史

山口三十四

真継　　隆

西嶋　洋一

真継　　隆

西嶋　洋一

真継　　隆

西嶋　洋一

真継　　隆

西嶋　洋一

戸田　宏治

杉野　元亮

吉野　文雄

茂木　　創

植田　和弘

西村　周三

鳥居　昭夫

山口　純哉

田中　廣滋

石川　利治

丸谷　泠史

熊谷　太郎

石川　利治

田中　廣滋

鳥居　昭夫

大村　達弥

羽田　　亨

日向寺純雄

守谷　基明

古賀　憲和

黒川　和美

西川　雅史

黒川　和美

西川　雅史

松水　征夫

戸田　常一

丸谷　泠史

村上　寿来

田中　康秀

三谷　直紀

久保　広正

吉井　昌彦

衣笠　智子 神戸大 C

C松井　　守 ナディアクルーズジャパン

大月　弘行 ㈱DNPファシリティ　サービス A

佐原　美弥 ㈱DNPファシリティ　サービス A

武田　昌彦 ㈱アドバンスド・アイソ・マネジメント A

宮澤　一志 ㈱アドバンスド・アイソ・マネジメント A

柏木　士郎 福岡大 D

太田　隆之 京都大* C

長山　浩章 京都大* C

春日　教測 長崎大 D

鈴木　康豊 大阪大* C

神山　和美 中央大* A

宍倉　　学 総務省  情報通信政策研究所 A

田中　秀実 中央大* A

大槻　永広 日本通運（株)　大阪市場支店　生鮮流通センタ－ C

中嶋　克成 関東学園大* A

宮下　量久 法政大* A

高浜　伸昭 法政大* A

田渡　雅敏 (財)広島地域社会研究センタ－ C

中野　あい 神戸大* C

姫　  梅 神戸大 C

井上　武 神戸大* C
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家森　信善

村瀬　英彰

黒川　和美

川崎　一泰

丸谷　泠史

熊谷　太郎

丹羽　春喜

丸谷　泠史

丸谷　泠史

松永　宣明

細江　守紀

三浦　　功

瀬野　　隆

多部田直樹

黒川　和美

松波　淳也

丸谷　泠史

田中　康秀

王　　　革 広島市立大 C 坂井　秀夫
二村　英夫

劉　　　東 広島市立大 C 坂井　秀夫
二村　英夫

向井　弘行 日本ジフィ－食品（株） C 守谷　基明
古賀　憲和
浅野　克己

森岡　　仁

荒山　裕行

柳原　光芳

荒山　裕行

柳原　光芳

荒山　裕行

柳原　光芳

廣江　満郎

守谷　基明

關　　哲雄

庭田　文近

塚田　広人

松井　範惇

横山　　彰

矢尾板俊平

植田　和弘

西村　周三

秋山　　優

今泉　博国

大学名右肩*は学生会員

朝田　康禎 熊本大 D

川勝　健志 佛教大 C

于　　文浩 中央大* A

陳　　禮俊 山口大 D

坪井　貴彦 立正大* A

南波　浩史 滋賀女子短期大 C

園田　　正 名古屋大* B

渡辺　　聡 名古屋大* B

土井　康裕 名古屋大* B

緒方　伸行 駒澤大* A

巨勢欣一郎 神戸大* C

大平　佳男 法政大* A

柴田　　怜 国士舘大* A

池田　康弘 熊本大 D

仁科　克己 神戸大 C

鷲尾　明俊 なし C

荒井　弘毅 大阪大 C

松野　由希 法政大* A

浅野　哲人 オ－ストラリア国立大 E
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（単位：円）

16年度予算 決算案 16年度予算 決算案

前年度繰越金 8,849,054 8,849,054 大会費 2,100,000 2,100,000

学会誌回転基金 2,096,952 2,096,952 国際会議費 2,000,000 2,000,000

新規事業積立金 5,500,000 5,500,000 部会費 540,000 540,000

予備費 1,252,102 1,252,102 関東部会 150,000 150,000

会費 10,200,000 10,384,000 中部部会 120,000 120,000

団体 200,000 150,000 関西部会 150,000 150,000

賛助 1,000,000 950,000 西日本部会 120,000 120,000

個人 9,000,000 9,284,000 委員会費 320,000 53,953

0 696,033 組織委員会 50,000 0

利息等 45,000 7,336 国際交流委員会 50,000 0

0 24,064 出版編集委員会 120,000 3,953

書評委員会 20,000 0

ﾚﾌｪﾘｰ制諸費 100,000 3,953

企画委員会 50,000 50,000

研究開発委員会 50,000 0

学会誌刊行費 4,200,000 0

出版社支払 4,000,000 0

編集事務費 200,000 0

学術会議研究連絡費 50,000 50,000

学会連合分担金 35,000 35,000

本部事務費 2,700,000 3,013,475

事務諸費 1,300,000 1,593,726

印刷費 300,000 420,707

通信費 400,000 337,500

会議費 700,000 661,542

名簿・選挙積立金　 600,000 600,000

小　　　計 12,545,000 8,392,428

次年度繰越金 6,549,054 11,568,059

学会誌回転基金 2,096,952 4,000,000

新規事業積立金 3,450,000 4,000,000

予備費 1,002,102 3,568,059

19,094,054 19,960,487 総　　　計 19,094,054 19,960,487

上記に相違ないことを確認しました。

平成17年　月　日 小林　甲一 印
香川　敏幸 印

総　　　計

日本経済政策学会　平成16年度　決算書
（平成16年4月1日－平成17年3月31日）

支　　　　　　　　出

名簿・選挙積立余剰金　

預り金（国際会議余剰金）

収　　　　　　　　入
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（単位：円）

前年度繰越金 11,568,059 2,100,000

学会誌回転基金 4,000,000 2,000,000

新規事業積立金 4,000,000 部会費 540,000

予備費 3,568,059 関東部会 150,000

会費 9,600,000 中部部会 120,000

個人 8,500,000 関西部会 150,000

団体 200,000 西日本部会 120,000

賛助 900,000 委員会費 320,000

利息等 7,000 50,000

50,000

120,000

書評委員会 20,000

ﾚﾌｪﾘｰ制諸費 100,000

50,000

50,000

学会誌刊行費 7,500,000

7,000,000

500,000

50,000

35,000

本部事務費 3,400,000

事務諸費 2,000,000

300,000

400,000

700,000

24,064

400,000

150,000

250,000

600,000

16,969,064

次年度繰越金 4,205,995

2,000,000

1,500,000

705,995

21,175,059 21,175,059

収　　　　　　　　入 支　　　　　　　　出

大会費

国際会議費

組織委員会

国際交流委員会

出版編集委員会

企画委員会

研究開発委員会

出版社支払

編集事務費

学術会議研究連絡費

学会連合分担金

印刷費

通信費

会議費

国際会議基金払い戻し

学会賞諸費

学会賞

選考委員会費

総　　　計 総　　　計

日本経済政策学会　平成17年度　予算書
（平成17年4月1日－平成18年3月31日）

名簿・選挙積立金

小　　　計

学会誌回転基金

新規事業積立金

予備費
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各 部 会 報 告 

【関東部会】 

1． 平成 16 年度 研究報告会報告 

  日時：平成 17 年 1 月 23 日（日）13:30～17:45 
  場所：中央大学後楽園キャンパス 3 号館 11 階 31112 号室  
  セッション 1 自由論題  

 ①「日本の経済発展における社会資本のマクロ生産力効果」  

  報告：森脇 祥太（拓殖大学専任講師） 

  討論：林  正義（財務省財務総合政策研究所総括主任研究官） 

 ② “Intra-industry trade in free trade agreement territory:  
    The case of motor vehicles of Japan with NAFTA” 

  報告：小柴 徹修（東北学院大学教授）  

  討論：岸  真清（中央大学教授）  
  セッション 2 共通論題「わが国の経済構造改革を論ずる」  

 ①「三位一体改革の意義」 

  招待講演：岡本 全勝（総務省総務課長） 

      討論：黒川 和美（法政大学教授） 

  ②「地方交付税制度による政府コントロールと市町村の平均費用の再検討」 

  報告：大塚  勲（UFJ総合研究所嘱託研究員/法政大学大学院） 

  討論：原田 博夫（専修大学教授） 

    ③「日本の統計システムの改革について」 

  報告：松本 和幸（立教大学教授） 

  討論：谷口 洋志（中央大学教授） 

2．平成 16 年度 常務理事・幹事会 

 研究報告会開始前の 11 時より 1 時間，同館 14 階 31401 号室において開催 

3．平成 17 年度 関東部会研究会のご案内 

    1．研究発表会 

  日時：平成 18 年 1 月 22 日（日）13：30～18：00 

  場所：中央大学後楽園キャンパス 3 号館 11 階 31112 号室 

    2．常務理事・幹事会 

  日時：平成 18 年 1 月 22 日（日）11：00～13：00 

  場所：中央大学後楽園キャンパス 3 号館 14 階 31401 号室 

 

【中部部会】 

1. 常務理事・理事・幹事会 

(1) 日時 平成 16 年 10 月 16 日（土）  
  会場 南山大学名古屋キャンパス  
  議題 ①平成 16 年度中部部会研究報告会プログラムについて  
     ②部会役員について  
(2) 日時 平成 16 年 12 月 11 日（土）  

場所 南山大学名古屋キャンパス  
議題 ①平成 16 年度収支決算書について  
   ②平成 17 年度予算書について  
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   ③平成 17 年度地方大会開催校（静岡産業大学）について  
   ④総会議事について  

2．中部地方大会 

(1) 工場見学会  
  日時 平成 16 年 12 月 10 日（金）  
  場所 中部国際空港（セントレア館から空港島まで行き，建設状況を視察する）  
(2) 研究報告会  

日時 平成 16 年 12 月 11 日（土）  
場所 南山大学名古屋キャンパス  
報告者等  

① 村上 仁美（南山大学大学院）「社会階層間の教育に対する所得弾力性について」  
② 牧野 智一（名古屋大学大学院）「地方財政における教育支出の影響」  
③ 寺本 博美（三重中京大学）・若山 幸則（三重中京大学）・鈴木章文（三重県庁）・  
  濱口 高志（三重中京大学）・大谷健太郎（三重中京大学）「循環型地域社会の設計」  
④ 渡邉 隆俊（愛知学院大学）「温暖化対策税の所得階層別，地域別負担」  
⑤ 伊藤 俊泰（名古屋学院大学）「愛知万博（愛・地球博）開催ニュースと株式市場へのイ

ンパクト」  
（吉田 雅彦 記）  

 

【関西部会】 

１．研究報告会 

日 時：平成 17 年 3 月 26 日（土）10:15-17:00 

会 場：広島大学東千田キャンパス東千田校舎 

準備委員長：松水 征夫理事・幹事（広島大学） 

出席者：49 名 

 午前の部    座 長 小西 唯雄（大阪学院大学） 

  セッション１ 

   「不況脱出の処方箋―マネタリストとケインジアン―」 

      報告者 吉澤 昌恭（広島経済大学） 

      討論者 鉢野 正樹（北陸大学） 

  セッション２ 

   「運送業の規制緩和に対する一考察～電子商取引からの問題提起～」 

      報告者 大東 正虎（関西大学大学院） 

      討論者 田中  悟（神戸市外国語大学） 

 午後の部（１） 座 長 新庄 浩二（関西学院大学） 

  セッション３ 

   「オンライン取引による価格決定要因及び価格差の分析 

     ―ヘドニックアプローチによるホテル客室料金を対象として―」 

      報告者 青田 良紀（神戸大学大学院／日本総合研究所） 

      討論者 張  星源（岡山大学） 

  セッション４ 

「中・東欧諸国のユーロ圏に対する収束に関する考察」 

      報告者 井上  武（神戸大学大学院） 

      討論者 二村 英夫（広島市立大学） 

 午後の部（２） 座 長 田中 康秀（神戸大学） 

  セッション５ 

   「解雇規制が雇用量に与える影響について」 
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      報告者 熊谷 太郎（神戸大学） 

      討論者 朴  勝俊（京都産業大学） 

  セッション６ 

   「地域失業構造の分析モデルに関する研究」 

      報告者 田渡 雅敏（広島大学大学院／広島地域社会研究センター） 

      討論者 吉村  弘（山口大学） 

2．工場見学会 

 日 時：平成 16 年 11 月 1 日（月）13：30～16：00 
見学先：ダイキン工業滋賀工場（エアコン工場）  
担 当：明石 芳彦 幹事（大阪市立大学）  

 出席者：22 名  
3．常務理事・幹事会 

（1）日 時：平成 16 年 7 月 30 日（金）14：00～16：10 
   場 所：神戸大学貴賓室  
   議 事：①工場見学会について  
       ②研究報告会について  

  ③本部会務報告  
（2）日 時：平成 16 年 10 月 16 日（土）17：30～20：00 
   場 所：神戸大学経済学研究科中会議室  
   議 事：①研究報告会について  
             ②工場見学会について  
       ③第 62 回全国大会（法政大学）共通論題について  

   ④本部会務報告  
（3）日 時：平成 17 年 3 月 5 日（土）14：00～18：00 
    場 所：神戸大学経済学研究科中会議室  
   議 事：①第 62 回全国大会（法政大学）共通論題について  
             ②平成 16 年度研究報告会について  
       ③平成 17 年度研究報告会当番校と工場見学会について  

   ④本部会務報告  
4．常務理事・理事・幹事会 

日 時：平成 17 年 3 月 26 日 (土) 12:10～13:10 
場 所：広島大学東千田キャンパス東千田校舎  
議 事：①平成 17 年度研究報告会開催校について  

②平成 17 年度工場見学会について  
③関西部会会計報告  
④本部会務報告  

5．平成 17 年度関西部会活動のご案内 

(1)関西部会 2005 年度大会(研究報告会) 
  開催日程：平成 18 年(2006 年)3 月 25 日 (土) 
  開催場所：関西大学千里山キャンパス 100 周年記念会館会議室  
  準備委員長：廣江満郎常務理事(関西大学) 
(2)工場見学会  
  見学先：「ものづくり支援拠点クリエイション･コア東大阪」  
  見学日程：平成 17 年 11 月下旬から 12 月初旬の平日  
  担 当：箱田 昌平 幹事(追手門学院大学) 

（田中 康秀 記） 
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【西日本部会】 

第 74 回（春季）大会 開催日：平成１6 年４月２4 日（土）  
（開催校：熊本学園大学・大会運営委員長 朴  哲洙 ）  

常務理事・理事・幹事会および総会議事 

（１）常務理事会報告  
（２） 第 75 回大会について  
（３） 平成 15 年度収支報告  
（４） 選挙の結果について  
（５） 第 63 回全国大会について  

研究報告会   

 【第一報告】座長 市川 芳郎（日本文理大学）  
 「沖縄県の都市圏における住宅需要分析」  

報告者  富川 盛武・當銘 栄一・知 花潤 （沖縄国際大学）  
討論者  内山 敏典（九州産業大学）  

【第二報告】座長 塚田 広人（山口大学）  
      「老人介護需要の推測におけるマイクロシュミレーション分析」  

報告者  川島 秀樹（九州大学）  
討論者  秋山  優 （九州産業大学）  

【第三報告】座長 山本 盤男（九州産業大学）  
      「新株発行と株主保護政策」  

報告者  野崎竜太郎（九州大学）  
討論者  有馬 弥重（長崎県立大学）  

【第四報告】座長 仁部 新一（九州共立大学）  
      「ODA の環境影響評価プロセスと新ガイドラインの可能性」  

報告者  二宮 浩輔（九州共立大学）  
討論者  伊藤 佳世（九州大学）  

     
第 75 回（秋季）大会 開催日：平成 16 年 10 月 23 日（土）  
（開催校：福岡大学・大会運営委員長 施 昭雄）  

常務理事・理事・幹事会および総会議事 

（１） 常務理事会報告  
（２） 第 76 回地域部会について  
（３） 第 63 回全国大会について  

研究報告会 

 【第一報告】座長 外間 安益（鹿児島国際大学）  
      「転換点と逆Ｕ字曲線――開発経済学と台湾の経験」  

報告者  朝元 照雄（九州産業大学）  
討論者  施  昭雄（福岡大学）  

【第二報告】座長 山本 盤男（九州産業大学）  
 “Fundamental Problems and Prospects of Micro Enterprises 

       in Bangladesh ――An Analysis with ＮＧＯｓ Perspective” 
報告者  チョウドリ マハブブル アロム（萩国際大学）  
討論者  宮城 和宏（北九州市立大学）  

【第三報告】座長 宮平 栄治（名桜大学）  
 「カナダ BC 州の Business  Improvement  Area（BIA）制度」  

報告者  宮本 昌典（福岡大学）  
討論者  菊池 裕子（九州共立大学）  
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常務理事会・各種委員会（平成 17 年 7 月－9 月） 

 

第 1 回 全国常務理事会 

日時：平成 17 年 9 月 15 日  （水）14:00 ～18:00 
場所：神戸大学経済学研究科 中会議室  

 
１.報告・協議事項 

（1） 第 63 回全国大会について  
 杉野大会委員長より共通問題，サブテーマに関する提案と大会プログラムの構成案について

説明がされ承認された。また，総会の時間を 30 分延長し 90 分とすることになった。  
（2） 学会賞  

選考委員会の黒川委員長の報告書をもとに，会長より学術賞（該当者なし），研究奨励賞の

受賞者について報告があった。  
（3） 委員会報告  

組織委員会（川野辺委員長），出版編集委員会（新庄委員長），国際交流委員会（丸谷会長），

企画委員会（守谷副委員長），研究・開発委員会（杉野委員長）より，別掲の報告があった。  
（4） 会費見直しについて  

本会の財政バランスを健全化し，かつ「国際会議」「21 世紀経済政策フォーラム」，経済政策

ジャーナルの充実，電子ジャーナルの発刊など，学会活動を活性化するために，年会費の引き

上げが協議され，現行の正会員 8,000 円から 11,000 円に，学生会員は正会員の半額（5,500 円）

とすることが承認された。なお，団体会員，賛助会員については現行のままとすることとなっ

た。  
（5） 国際会議  
 2005 年の国際会議の準備状況について報告がなされた。また 06 年：青山学院大学，07 年：

法政大学，08 年：関西部会，09 年：日本大学が担当することについて確認された。  
２.その他 

 ジャーナルへの論文掲載に当たっては会費納入を前提とすることが確認され，会員以外の投稿の

場合は，掲載が決定した段階で掲載料を徴収することが承認された。  
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委員会報告 

1．組織委員会 

学会規則等の改訂の検討  
５月，ならびに 9 月の常務理事幹事会において議論した学会規則の改訂を次回の理事会，総会

にご提案させていただくための検討を進める。内容は，学会の事業に年１回の国際会議の開催，

役員に地方部会代表を加えること，会費の改定等からなる予定である。  
なおさらに検討すべき事柄として，①学会規則の改訂要件のうち，「理事の過半数」の提案を

理事会に出席する理事とすることの可否，②役員選出内規において，名誉会員推薦規準を満たし

ている会員（会長・副会長経験者，常務理事を４期（12 年）以上勤めた会員，およびそれに相当

する会員）は役員選挙の被選挙権を辞退することができるとの条項を入れることの可否などが挙

げられる。 

2．出版編集委員会 

『経済政策ジャーナル』第 3 巻第 1 号は平成 17 年 9 月に発刊される。また第 3 巻第 2 号（学

会特集号）については年度内に発刊の予定である。  

3．国際交流委員会 

電子ジャーナル（仮称： International Journal of economic Policy Studies）を発刊する。掲載本数

はプルーフリーディングの費用の制約から 10 本程度とする。  

4．企画委員会 

「21 世紀経済政策フォーラム」は通信・連絡費（本部事務費から支出）を除く費用は、参加費

による独立会計とする。  

第 1 回フォーラムは 9 月 16 日、第 2 回フォーラムは 10 月 31 日（関西経済同友会日米中シン

ポジウムに協力・参加）に開催する。  

5．研究開発委員会報告 

2004．7．31 日本経済政策学会各委員会，委員長・副委員長会議において，学会賞の創設に

ついて丸谷会長より提案があった。  
2005．9．11 日本経済政策学会全国常務理事会において，全国大会の報告論文の中で優れた

報告論文を対象とする。学会賞の創設が了承された。その後，研究開発委員

会において学会賞規程の原案作成作業を行い，その原案に対し，会長はじめ

各地域部会の常務理事・幹事の先生方から戴いた，ご意見を参考に最終の日

本経済政策学会賞規程（案）および選考規程（案）がつくられた。  
2005．5．27 全国常務理事・幹事会において学会賞規程等が了承された。  
2005．5．28 全国大会総会において学会賞規程等が了承された。  
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全国大会・国際会議（平成 18 年度）のご案内 

第 63 回全国大会 

1．日時：5 月 27 日，28 日 

2．場所：九州共立大学 

3．共通論題：「効率と安心の経済政策 ― 戦後 60 年日本経済の回顧と展望 ― 」 

4．大会準備委員長：杉野 元亮 

5．連絡先：九州共立大学 杉野 研究室 

  Email: sugino@kyukyou-u.ac.jp 

第 5 回 JEPA International Conference 

1．場所：青山学院大学 

その他 

1．学会賞について 

全国常務理事会の報告にございますように、学会賞選考委員会の厳正な選挙結果に基づき、

全国常務理事会では平成 17 年度の学会賞について次の決定をいたしました。 

学 会 賞：該当者なし 

研究奨励賞：林 正義（財務省財務総合政策研究所） 

    受賞論文「地方交付税の経済分析：現状と課題」 

『経済政策ジャーナル』（第 4 巻第 2 号）に審査結果の報告と受賞論文を掲載いたします。 

また第 63 回全国大会において学会賞授与式を行います。 

2．21 世紀経済政策フォーラム 

21 世紀経済政策フォーラムでは、企画委員会の下にフォーラム幹事会を組織し、開催に向けて

の準備をしていただき、9 月 16 日に第 1 回のフォーラムを開催しました。第 2 回は関西経済同友

会の主催するシンポジウムに参加する形でしたが、本学会からは松原聡副会長に後援をお願いい

たしました。第 3 回は平成 18 年 3 月の関西部会例会（於：関西大学）で特別セッションを予定

しております。政策学会の財政事情の関係もあり本フォーラムは可能な限り参加者の費用負担で

運営しております。そのため全会員に広く案内を差し上げることが困難ですので、理事各位にご

連絡し、レジの先生方からそれぞれの機関に所属される会員にご案内する方式にさせていただき

ます。またフォーラム参加希望者の名簿を作成し、その方々には別途ご案内しますので、ご希望

の方は本部事務局あてメール（jepa@kobe-u.ac.jp）または葉書でご連絡下さい。 

第 1 回 日時 平成 17 年 9 月 16 日（木）午後 5 時 15 分～8 時 

 場所 アサヒスーパードライ・梅田 

 講演 「東アジア共同体と日中の経済外交」 高橋 克秀氏（神戸大学） 

第 2 回 日時 平成 17 年 10 月 31 日（月）午前 9 時 30 分～午後 5 時 30 分 

 場所 ホテル ニューオータニ大阪 

 講演 「民営化は経済発展の原動力、日本経済の復活と、アジア･太平洋地域に果

たす役割」 松原聡（東洋大学） 

 3．訂正 

『経済政策ジャーナル』第 3 巻第 1 号に次の誤記がございましたので、お詫びの上訂正いたし

ます。 

  表紙裏面 

   編集委員長氏名 

誤：植草  益（東洋大学）  Masu Uekusa(Toyo University) 

正：新庄 浩二（関西学院大学）Koji Shinjo(Kwansei Gakuin University) 

      編集運営委員欄 

誤：新庄 浩二（関西学院大学）Koji Shinjo(Kwansei Gakuin University) 

正：新庄 浩二（関西学院大学）Koji Shinjo(Kwansei Gakuin University) 
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日本経済政策学会本部・部会事務局連絡先 

 

 

 

 

 

本部事務局：〒657-8501 神戸市灘区六甲台町 2－1 

   神戸大学大学院経済学研究科 気付（丸谷 泠史） 

   ℡．078-803-6826（丸谷研究室） 078-803-6854（大学院事務室） 

   Fax.078-803-6826（丸谷研究室） 078-803-7293（大学院事務室） 

   E-mail：jepa@kobe-u.ac.jp 

 

関東部会事務局：〒192-0393  八王子市東中野 742－1 

   中央大学総合政策学部 気付 （横山 彰） 

   ℡．0426－74－4111（学部事務室） 0426-74－4148（横山研究室） 

   Fax.0426－74－4118 

   E-mail：yokoyama@fps.chuo-u.ac.jp 

 

中部部会事務局：〒470-0195 愛知県日進市岩崎町阿良池 12 

   愛知学院大学産業科学研究所 気付 （眞継 隆） 

   ℡．05617-3－1111 

   Fax.05617-3－9305 

 

関西部会：〒657-8501  神戸市灘区六甲台町 2－1 

   神戸大学大学院経済学研究科 気付（田中 康秀） 

   ℡／Fax：078-803-6803 （田中研究室） 

   ℡．078-803-6854（大学院事務室） 

Fax. 078-803-7293（大学院事務室） 

E-mail：tanaka@econ.kobe-u.ac.jp 

 

 西日本部会：〒803-8585 北九州市八幡西区自由が丘 1－8 

  九州共立大学 気付 （杉野 元亮） 

  ℡／Fax：093-693-3013 

  E-mail：sugino@kyukyou-u.ac.jp 

 

 

ホームページ：http://wwwsoc.nii.ac.jp/jepa/indexj.html 

 


